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項

た
。
そ
し
て
い
づ
れ
も
猥
猪
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
志
と
相
談
し

て
、
も
う
一
遍
臨
時
試
験
を
行
っ
て
も
ら
ひ
た
い
と
い
ふ
こ
と
を
、
私
が
代
表
し
て

岡
倉
先
生
に
建
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
協
議
の
結
果
聴
き
入
れ
ら
れ
、
三
ヶ
月
後
に

再
度
の
試
瞼
が
行
は
れ
ま
し
た
が
、
乙
組
は
焚
奮
し
た
甲
斐
が
あ
っ
て
、
み
な
す
ぐ

れ
た
成
絞
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
た
ま
た
甲
乙
の
組
の
入
替
へ
が
行
は
れ
、
私

は
そ
の
時
甲
組
に
入
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
が
、
下
村
君
は
落
ち
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
下
村
君
は
卒
業
が
一
年
遅
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
芳
崖
の
四
天
王
の
う

き

―
一
人
く
ら
ゐ
は
落
ち
た
の
を
怒
つ
て
退
學
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

し
か
し
、
臨
時
試
験
の
時
期
は
大
観
の
記
憶
違
い
で
、
正
し
く
は
前
記
の
と
お
り
で

あ
る
。
ま
た
、
観
山
が
乙
組
に
編
入
さ
れ
た
の
は
第
二
回
臨
時
試
験
で
は
な
く
、
十
月

の
学
期
試
験
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
彼
は
学
科
の
成
紺
が
悪
か
っ
た
の
で
進
級
で
き
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
卒
業
が
半
年
遅
れ
た
。
芳
崖
の
四
天
王
の
う
ち
、

本
多
天
城
は
観
山
と
同
じ
く
乙
組
に
編
入
さ
れ
、
高
屋
肖
哲
は
順
調
に
進
級
。
岡
倉
秋

水
と
岡
不
崩
は
岡
倉
校
長
の
勧
め
に
よ
り
、
普
通
科
二
年
で
中
退
し
て
そ
れ
ぞ
れ
学
習

院
、
高
等
師
範
学
校
の
図
画
教
師
と
な
っ
た
。

東
京
美
術
学
校
」

こ
れ
は
開
校
の
翌
年
に
作
成
さ
れ
た
予
算
請
求
に
関
す
る
文
書
の
草
案
で
、

文
部
省
用
紙
に
毛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
跡
は
岡
倉
校
長
の
秘
書
役
で
あ
っ

た
剣
持
忠
四
郎
の
も
の
で
、
所
々
別
人
が
朱
を
入
れ
て
い
る
。
文
面
か
ら
み
て

明
治
二
十
四
年
度
予
算
請
求
の
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
作
成
の
時
期

は
明
治
二
十
三
年
の
九
月
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
二
十
三
年
度
経
般

(-
五一――

01
＝
円
余
）
に
比
べ
て
二
十
四
年
度
経
費
(
-
=
―
―
―一六
五
円
余
）
が
大
幅
増
額
を
み

た
の
ほ
こ
う
し
た
上
申
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

こ
の
草
案
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
開
校
し
て
問
も
な
い
時
期
の
本
校
の
運
営

方
針
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
要
約
す
れ
ば
左
記
の
四
項
目
と
な

る。
一
、
伝
統
の
保
存
。
世
に
埋
も
れ
た
名
匠
に
活
躍
の
場
を
与
え
て
そ
の
妙
技

を
後
進
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
終
ら
ず
、
後
進
に
つ

い
て
は
広
く
古
今
東
西
の
名
品
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
進
歩
の
基
盤
を

作
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

二
、
伝
統
的
日
本
美
術
が
現
代
の
必
要
に
応
じ
う
る
よ
う
に
開
発
を
図
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
、
古
来
の
格
法
を
維
持
す
る
と
と
も
に
写
生
も
学

び
、
ま
た
、
遠
近
法
や
解
剖
学
の
理
、
お
よ
び
歴
史
、
文
学
、
理
科
等

の
一
般
学
科
も
学
ん
で
視
野
を
広
げ
る
よ
う
教
育
す
る
。

――-
、
教
員
に
は
授
業
の
み
な
ら
ず
実
験
製
作
（
委
囁
製
作
事
業
を
指
す
）
も
行

な
わ
せ
、
生
徒
に
見
学
さ
せ
る
。
こ
れ
は
世
上
の
美
術
品
が
営
利
競
争

の
余
り
粗
製
濫
造
、
卑
俗
蕪
雑
に
流
れ
易
い
こ
と
に
鑑
み
、
高
度
の
標

準
、
実
用
の
模
範
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

四
、
適
良
の
図
画
教
員
を
養
成
し
て
従
来
の
普
通
学
校
に
お
け
る
不
備
な
図

画
授
業
を
改
善
す
る
こ
と
。

次
い
で
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
実
施
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
予
算
が
足
り
な
い
こ

と
を
述
べ

、
欧
州
並
み
と
は
ゆ
か
ぬ
ま
で
も
漸
次
増
額
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
。
美
術
の
奨
励
が
国
の
名
巻
の
上
か
ら
も
実
益
の
上
か
ら
も
い
か
に

必
要
で
あ
る
か
を
説
い
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
理
想
と
は
余
り
に
も
か
け
離
れ

た
学
校
予
算
を
増
額
せ
し
め
よ
う
と
す
る
学
校
当
局
の
苦
心
の
さ
ま
が
読
み
と

れ
る
。
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マ
マ

東
京
美
術
學
校
ハ
明
治
二
十
年
十
月
是
ョ
リ
先
明
治
十
七
年
文
部
省
二
設

ケ
シ
所
ノ
岡
聾
取
調
掛
ヲ
東
京
美
術
學
校
卜
為
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
箱
聾

彫
刻
建
築
及
美
術
工
藝
ノ
諸
科
ヲ
教
授
シ
専
門
ノ
技
術
者
及
普
通
ノ
岡
聾
教

員
ヲ
義
成
ス
ル
所
ナ
リ
而
シ
テ
圏
霊
取
調
掛
ニ
ア
リ
テ
ハ
普
通
教
育
二
邦
甕

ヲ
採
用
ス
ル
ノ
滴
否
ヲ
調
査
シ
タ
ル
ニ
過
キ
サ
リ
シ
モ
美
術
學
校
卜
為
ル
ニ

及
テ
翌
二
十
一
年
末
生
徒
ヲ
募
集
シ
妓
二
始
メ
テ
美
術
教
育
ノ
端
緒
二
就
ク

ニ
至
レ
リ

抑
美
術
ハ
文
化
ヲ
表
彰
ッ
図
家
ノ
光
輝
ヲ
登
揚
ツ
人
民
ノ
心
思
ヲ
優
美
ナ
ラ

シ
メ
開
明
生
活
ノ
要
具
タ
ル
ハ
辮
ヲ
侯
タ
ス
殊
二
本
邦
二
於
テ
ハ
人
民
天
然

美
術
ノ
巧
技
ヲ
有
ッ
タ
ル
ニ
加
フ
ル
ニ
歴
代
奨
働
保
護
ノ
優
恩
ヲ
以
テ
シ
著

シ
ク
秀
麗
高
妙
ノ
域
二
進
ミ
タ
リ
近
来
欧
米
二
於
テ
本
邦
ノ
一
大
名
唇
ト
シ

テ
稲
揚
ス
ル
所
以
モ
主
ト
シ
テ
我
美
術
高
妙
ノ
点
二
在
ラ
ス
ソ
ハ
ア
ラ
ス
憶

フ
ニ
図
家
経
済
上
賂
来
國
産
ヲ
増
殖
ス
ル
ノ
道
―
ニ
シ
テ
足
ラ
サ
ル
ヘ
シ
エ

業
振
作
ノ
上
二
在
リ
テ
ハ
機
械
美
術
倶
二
均
シ
ク
要
用
ニ
シ
テ
社
會
ノ
便
利

ヲ
開
キ
人
カ
ヲ
省
ク
ノ
利
器
ト
シ
テ
ハ
機
柿
固
ョ
リ
必
要
ナ
リ
ト
雖
モ
我
國

民
天
稟
ノ
長
所
ヲ
利
用
シ
テ
優
雅
巧
妙
ノ
製
作
ヲ
為
シ
世
界
ノ
名
唇
利
益
ヲ

併
享
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
モ
ノ
蓋
美
術
工
藝
二
於
テ
之
ヲ
期
ス
ヘ
キ
ナ
リ
ト
ス
然

リ
而
シ
テ
顧
｀
‘
、
テ
現
今
美
術
ノ
状
況
如
何
ヲ
察
ス
レ
ハ
藷
時
ノ
隆
盛
二
比
シ

テ
大
二
退
歩
ノ
憾
ナ
キ
能
ハ
ス
況
ソ
ヤ
将
来
希
園
ス
ヘ
キ
國
家
笹
演
上
ノ
黙

ヨ
リ
観
レ
ハ
前
途
猶
之
力
開
達
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
甚
多
シ
ト
ス
蓋
維
新
兵
馬
ノ

際
文
物
類
廃
シ
美
術
地
二
墜
ッ
餘
弊
未
夕
全
ク
挽
回
ス
ル
ニ
至
ラ
ス
シ
テ
名

工
形
跡
ヲ
没
シ
妙
技
施
ス
所
ヲ
知
ラ
ス
製
作
ノ
品
位
逮
二
下
リ
意
匠
穏
質
ナ

説
東
京
美
術
學
校

明

ラ
ス
或
ハ
外
邦
ノ
好
尚
二
投
シ
固
有
ノ
趣
味
ヲ
失
ヒ
或
ハ
粗
製
濫
造
二
流
レ

従
来
ノ
磐
餐
ヲ
隕
ス
ニ
至
ル
近
来
朝
野
此
二
注
意
ス
ル
所
ア
リ
テ
博
覧
會
共

進
會
等
ヲ
開
キ
往
々
之
力
提
醒
ヲ
試
ム
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
非
サ
ル
モ
動
モ
ス
レ

ハ
一
時
ノ
虚
啓
二
止
マ
リ
其
影
響
ノ
及
フ
所
堂
固
ナ
ル
能
ハ
サ
ル
ハ
亦
自
然

ノ
勢
ニ
シ
テ
之
ヲ
推
ス
ニ
教
育
上
ョ
リ
其
稜
達
ヲ
計
聾
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
到

底
永
遠
長
久
二
其
基
礎
ヲ
堅
メ
美
術
ノ
長
進
ヲ
期
シ
テ
文
化
ノ
光
輝
ヲ
稜
揚

シ
本
邦
ノ
盤
唇
を
完
フ
シ
國
家
ノ
富
源
ヲ
蛍
ム
ル
能
ハ
サ
ル
ャ
必
七
リ
是
即

チ
東
京
美
術
學
校
ノ
設
置
ア
ル
所
以
ナ
リ

今
美
術
學
校
二
於
テ
美
術
教
育
ヲ
施
ス
ー
一
方
リ
特
二
緊
要
ナ
ル
事
項
ヲ
畢
ク

レ
ハ
第
一
美
術
ノ
巧
妙
ヲ
存
養
ス
ル
ニ
在
リ
蓋
美
術
ヲ
自
主
開
達
セ
、
ソ
メ
テ

其
盛
大
ヲ
期
セ
ソ
ト
ス
レ
ハ
古
束
ノ
沿
革
二
徴
シ
テ
特
長
ノ
妙
技
二
根
抵
セ

サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
然
ル
ニ
名
エ
者
宿
既
二
逝
キ
今
現
二
存
在
ス
ル
者
二
至
リ
テ

モ
往
々
埋
没
シ
偶
世
間
ノ
知
ヲ
得
ル
モ
奨
動
ノ
資
油
弱
ニ
シ
テ
其
全
カ
ヲ
退

ク
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
シ
今
ニ
シ
テ
娯
等
ノ
者
宿
ヲ
蒐
集
シ
其
長
技
ヲ
後
進
ニ

傭
ヘ
シ
ム
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
古
来
ノ
手
法
固
有
ノ
妙
趣
ハ
断
絶
シ
テ
挽
回
二
苦

シ
ム
モ
ノ
ア
ラ
ソ
故
二
美
術
學
校
二
於
テ
ハ
縮
璽
彫
刻
二
金
工
漆
工
等
二
廣

ク
現
存
ノ
名
手
ヲ
撰
揮
シ
以
テ
美
術
ノ
巧
妙
ヲ
存
養
シ
全
カ
ヲ
施
サ
シ
メ
以

テ
該
校
二
於
テ
雅
成
ス
ル
所
ノ
後
進
ニ
シ
テ
奨
来
其
専
門
技
術
家
タ
ル
ヘ
キ

ノ
者
ヲ
シ
テ
之
二
親
条
セ
シ
メ
而
シ
テ
其
標
本
ノ
如
キ
ハ
廣
ク
古
今
東
西
ノ

名
品
ヲ
参
考
シ
汎
ク
其
長
所
ヲ
探
リ
以
テ
進
歩
ノ
根
抵
ヲ
作
サ
シ
メ
ソ
コ
ト

ヲ
期
セ
リ
第
二
美
術
ヲ
現
今
ノ
必
要
二
應
セ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
蓋
世
ノ
進
運
ニ

伴
ヒ
美
術
ノ
開
達
ヲ
闘
ル
ヘ
キ
ハ
理
ノ
親
易
キ
モ
ノ
ナ
リ
箱
甕
二
彫
刻
二
其

他
諸
般
ノ
美
術
工
藝
二
至
ル
マ
テ
之
ヲ
用
フ
ル
ニ
最
適
切
ナ
ル
所
ヲ
考
へ
其

材
料
ノ
種
類
ヲ
増
シ
其
手
法
ノ
適
用
ヲ
撰
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
察
ス
ル
ニ
従
来
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本
邦
ノ
美
術
工
藝
中
往
々
一
種
ノ
帝
珍
二
属
シ
テ
廣
ク
内
外
國
現
時
ノ
生
活

ニ
入
リ
國
家
ノ
富
源
タ
ル
能
ハ
サ
ル
モ
未
夕
其
適
用
ノ
完
全
ナ
ラ
サ
ル
所
ア

ル
ニ
因
ル
ノ
ミ
故
二

該
校
二
於
テ
ハ
努
メ
テ
此
点
二
就
キ
省
察
ヲ
加
へ
古
来

ノ
美
術
ノ
巧
妙
ヲ
存
蓑
ス
ル
ト
共
二
能
ク
現
在
ノ
宜
用
二
應
セ
シ
メ
ソ
コ
ト

ヲ
期
セ
リ
而
シ
テ
教
科
ハ
箱
霊
彫
刻
及
美
術
工
藝
ノ
専
修
科
ヲ
修
メ
ソ
ト
ス

ル
者
ヲ
シ
テ
齊
シ
ク
普
通
科
ヲ
修
メ
シ
メ
其
授
業
法
ノ
如
キ
ハ
固
ョ
リ
従
来

偏
私
ノ
法
則
二
由
ラ
ス
古
来
ノ
格
法
二
資
ス
ル
ト
共
二
現
在
寓
生
二
資
シ
遠

近
高
低
普
通
ノ
理
二
照
シ
解
剖
骨
格
天
然
ノ
法
二
鑑
ミ
其
他
歴
史
文
學
、
理

科
等
能
ク
美
術
家
ノ
想
界
ヲ
廣
ム
ル
ニ
足
ル
者
ヲ
加
へ
以
テ
美
術
ヲ
開
達
セ

シ
メ
ソ
コ
ト
ヲ
期
セ
リ
第
一
―
―
美
術
二
於
ケ
ル
高
度
ノ
標
準
宜
用
ノ
模
範
ヲ
査

痰
シ
テ
製
作
ヲ
宜
験
セ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
現
在
世
上
ノ
美
術
品
概
シ
テ
粗
製
濫

造
二
流
レ
卑
俗
蕪
雑
二
陥
ル
ハ
通
常
螢
利
競
争
ノ
餘
弊
二
出
ツ
ル
ト
雖
モ
一

方
二
於
テ
ハ
世
上
螢
利
競
争
ノ
外
二
立
チ
テ
其
将
来
二
希
岡
ス
ヘ
キ
品
位
賀

用
ノ
模
範
ヲ
示
ス
所
ナ
カ
ラ
ス
ソ
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
然
レ
ト
モ
此
事
ク
ル
政

府
力
特
二
美
術
製
造
所
ヲ
設
ヶ
又
ハ
別
二
奨
動
保
護
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
十

分
ノ
妓
績
ヲ
収
ム
ル
コ
ト
難
カ
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
亦
美
術
學
校
二
於
テ
教
員
ヲ

シ
テ
授
業
卜
共
二
精
良
ノ
製
作
二
従
事
セ
シ
メ
生
徒
ヲ
シ
テ
辟
習
セ
シ
ム
ル

ハ
美
術
ノ
宜
技
研
究
ノ
為
メ
切
要
ニ
シ
テ
亦
以
テ
美
術
ノ
品
位
ヲ
保
持
シ
其

程
度
宜
用
ノ
標
準
ヲ
示
シ
宜
際
二
補
益
セ
シ
メ
ソ
コ
ト
ヲ
期
セ
リ
第
四
適
良

ナ
ル
圏
霊
ノ
普
及
ヲ
圏
ル
ニ
在
リ
岡
書
ズ
其
奴
用
書
二
次
キ
テ
人
生
日
常
鉄

ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
要
事
ナ
リ
且
其
百
工
技
藝
二
直
接
ノ
閥
係
甚
切
要
ナ
ル
コ

ト
ハ
既
二
前
所
陳
ノ
如
キ
ヲ
以
テ
亦
普
通
教
育
ノ
一
要
部
卜
為
レ
リ
現
二
世

上
教
育
家
二
於
テ
モ
岡
盟
教
育
ノ
渾
普
シ
テ
其
良
好
ノ
結
果
ヲ
得
ル
ヲ
希
望

ス
ル
甚
切
ナ
リ
抑
美
術
教
育
ハ
直
接
二
美
術
専
門
家
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
止
マ
ラ

ス
又
普
通
教
育
二
於
ケ
ル
美
育
二
注
意
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
然
ル
ニ
顧
ミ
テ
現

在
普
通
學
校
ノ
岡
甕
授
業
ヲ
視
ル
ニ
其
方
法
未
ク
宜
キ
ヲ
得
ス
是
蓋
教
員
其

人
二
乏
キ
ニ
原
因
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
故
二
美
術
學
校
二
於
テ
亦
普
通
岡
需
ノ
教

員
ヲ
養
成
シ
以
テ
教
育
上
ノ
必
需
二
應
セ
ソ
コ
ト
ヲ
期
セ
リ

以
上
第
一
第
二
第
三
ハ
主
ト
シ
テ
本
邦
ノ
美
術
及
美
術
工
藝
ノ
上
進
質
用
ヲ

岡
リ
其
専
門
ノ
技
術
家
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
緊
切
ニ
シ
テ
第
四
ハ
普
通
闘
甕
ノ
教

員
ヲ
投
成
シ
固
證
教
育
ノ
普
及
改
良
ヲ
岡
ル
ニ
切
要
卜
為
ス
ナ
リ
而
シ
テ
妓

ニ
復
一

言

ス
ヘ
キ
コ
ト
ア
リ
夫
レ
美
術
ノ
事
ク
ル
人
心
ヲ
高
尚
ニ
シ
風
俗
ヲ

優
美
ニ
シ
粗
野
ヲ
移
シ
テ
精
華
卜
為
ス
等
其
社
會
二
闊
係
ス
ル
所
鮮
少
二
非

ス
蓋
美
術
ハ
文
明
ノ
精
華
ニ
シ
テ
美
術
ノ
高
妙
ナ
ル
ハ
一
國
ノ
文
明
ヲ
表
彰

シ
他
國
ノ
認
重
敬
愛
ス
ル
所
卜
為
ル
ャ
必
セ
リ
且
夫
本
邦
ノ
美
術
ハ
特
長
ノ

妙
趣
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
欧
米
諸
図
ノ
諒
愛
ス
ル
所
卜
為
ル
ハ
近
時
頻
ニ

彼
ノ
美
術
工
藝
二
我
意
匠
圏
按
ヲ
應
用
ス
ル
ヲ
見
テ
モ
推
知
ス
ヘ
シ
而
シ
テ

遠
ク
海
外
ノ
異
域
二
在
リ
テ
遥
カ
ニ
本
邦
ノ
美
術
ヲ
敬
慕
シ
以
テ
一
般
未
開

ノ
族
二
非
サ
ル
ヲ
知
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
由
テ
以
テ
一
種
文
明
ノ
民
ク
ル
ヲ
察
ス

ル
ノ
一
具
卜
為
ル
ニ
至
レ
リ
是
ヲ
以
テ
本
邦
二
於
テ
ハ
カ
メ
テ
特
長
ノ
妙
趣

ヲ
存
養
シ
自
主
ヲ
重
ソ
シ
世
ノ
大
勢
二
通
シ
テ
他
ノ
模
倣
二
流
レ
ス
愈
美
術

教
育
ヲ
整
備
シ
其
完
成
ヲ
期
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
尚

ニ―
-E

ス
ヘ
キ
コ
ト
ア
リ
世

俗
往
々
美
術
ヲ
以
テ
華
奢
ノ
長
物
卜
看
倣
シ
未
夕
其
妓
用
ヲ
知
ラ
サ
ル
モ
ノ

ナ
キ
ニ
非
ス
或
ハ
曰
ク
美
術
ハ
富
ニ
シ
テ
用
ュ
ヘ
ク
貧
ニ
シ
テ
為
ス
ヘ
キ
ニ

非
ス
ト
甚
夕
謬
見
卜
謂
フ
ヘ
シ
荀
モ
美
術
工
藝
ノ
何
物
タ
ル
ヲ
解
セ
ハ
寧
其

貧
ヲ
轄
シ
テ
富
ヲ
致
ス
ノ
具
タ
ル
ヲ
知
ル
ヘ
シ
試
二
看
ョ
人
間
ノ
衣
類
器
具

ヨ
リ
家
屋
装
飾
等
二
至
ル
マ
テ
其
製
作
ヲ
加
ヘ
ク
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
多
少
美
術

ヲ
應
用
セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
シ
蓋
人
ハ
美
ヲ
好
ム
ノ
天
性
ア
リ
テ
未
開
ノ
族
モ
尚
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然
リ
況
ソ
ャ
文
明
ノ
民
二
於
テ
オ
ヤ
素
ョ
リ
天
然
ノ
成
品
二
甘
ソ
セ
ス
必
ス

人
為
ノ
巧
術
ヲ
加
へ
美
ハ
益
美
卜
為
シ
以
テ
其
債
値
ヲ
増
シ
一
器
ノ
微
千
金

ヲ
致
ス
ヲ
得
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
而
シ
テ
箱
甕
二
彫
刻
二
金
工
漆
工
陶
磁
器
織
物

等
ノ
諸
般
ノ
美
術
工
藝
品
二
於
ケ
ル
皆
然
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
乃
チ
用
ヲ
利
シ
生

ヲ
厚
ク
シ
内
ハ
以
テ
國
産
ノ
債
値
ヲ
増
シ
外
ハ
以
テ
其
販
路
ヲ
擦
メ
民
人
ヲ

利
益
シ
家
國
ヲ
富
庶
ニ
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
シ
是
ヲ
以
テ
國
家
二
於
テ
美
術
工
藝

ヲ
振
興
セ
シ
ム
ル
ト
共
二
其
根
披
タ
ル
美
術
教
育
ヲ
完
整
セ
、
ソ
ム
ル
コ
ト
質

ニ
緊
要
卜
為
ス
ナ
リ

然
リ
而
テ
國
家
二
於
テ
美
術
教
育
ヲ
奨
勘
保
護
ス
ル
ハ
敢
テ
今
日
二
防
マ
ル

ニ
非
ス
本
邦
二
於
テ
モ
古
来
歴
世
書
所
ノ
設
ケ
ア
リ
テ
朝
廷
二
於
テ
之
ヵ
奨

動
保
護
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
歴
史
上
顕
著
ナ
ル
所
ニ
シ
テ
之
ヲ
支
那
二
徴
ス
ル
モ

歴
代
エ
部
ノ
官
霊
院
ノ
制
ア
リ
テ
大
二
之
ヲ
振
張
シ
タ
リ
又
佛
國
二
於
テ
ハ

國
立
美
術
学
校
図
立
製
浩
所
等
ノ
施
設
ア
リ
テ
之
力
奨
励
保
護
二
留
意
ス
ル

コ
ト
年
既
二
久
シ
ク
其
美
術
工
藝
ヲ
以
テ
一
大
富
源
卜
為
ス
モ
偶
然
ニ
ア
ラ

ス
現
今
同
國
二
於
テ
國
立
特
別
美
術
學
校
國
立
装
飾
學
校
國
立
檜
甕
少
女
學

校
特
別
建
築
學
校
井
諸
縣
美
術
學
校
及
甕
學
校
等
ノ
為
メ
ニ
年
々
九
十
四
万

二
千
八
百
余
佛
ノ
巨
額
ノ
図
費
ヲ
支
出
セ
リ
其
他
伊
國
普
國
等
二
於
テ
モ
美

術
教
育
二
費
ス
所
宜
二
少
ナ
カ
ラ
ス
ト
為
ス
而
シ
テ
今
日
東
京
美
術
學
校
ノ

如
キ
ハ
其
費
用
甚
僅
少
ニ
シ
テ
之
ヲ
歌
洲
諸
邦
ノ
奨
勘
保
護
ノ
宏
大
ナ
ル
ニ

比
ス
レ
ハ
其
懸
隔
ノ
甚
シ
キ
ヲ
見
ル
ヘ
シ
是
目
下
本
邦
財
政
上
ノ
情
勢
等
已

ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
因
ル
ト
雖
モ
将
来
ノ
期
圏
ス
ヘ
キ
所
固
ョ
リ
此
二
止
マ
ル
ヘ

キ
ニ
非
サ
ル
ヲ
以
テ
漉
次
之
ヲ
擦
充
ヲ
計
リ
以
テ
美
術
教
育
ノ
款
備
ヲ
圏
ラ

サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ

今
該
校
ノ
ニ
十
三
年
度
鰹
費
ヲ
畢
ク
レ
ハ
國
庫
支
出
金
一
万
七
千
五
百
圃
諸

収
入
一
万
一
千
九
百
餘
薗
ニ
シ
テ
教
員
職
員
生
徒
ノ
敷
ハ
教
員
二
十
三
人
職

員
十
人
職
工
五
人
生
徒
百
十
六
人
内
普
通
科
二
年
生
六
十
二
人
普
通
科
一
年

生
五
十
四
人
本
年
九
月
新
二
六
十
人
ヲ
入
學
七
シ
メ
ソ
ト
ス
而
シ
テ
生
徒
未

タ
専
修
科
二
進
入
ス
ル
ニ
至
ラ
ス
ト
雖
モ
本
年
十
月
二
於
テ
普
通
科
ヲ
卒
ヘ

ル
ヘ
キ
者
ア
ル
ヲ
以
テ
将
二
専
修
科
ヲ
開
始
セ
ソ
ト
ス
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
該
校

ハ
一
所
ニ
シ
テ
縮
壷
彫
刻
建
築
及
美
術
工
藝
ノ
諸
科
ヲ
包
括
シ
テ
教
授
ス
へ

キ
ヲ
以
テ
自
ッ
カ
ラ
事
業
繁
術
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
且
其
校
舎
教
員
ョ
リ
古
今

名
品
ノ
参
考
品
及
工
場
其
他
製
作
ノ
材
料
等
二
至
ル
マ
テ
諸
般
ノ
設
備
ヲ
要

シ
随
テ
多
費
ヲ
要
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
但
便
宜
美
術
品
製
作
ノ
依
嘱
二
應
シ
精
良

ノ
製
作
ヲ
為
シ
一
ハ
以
テ
生
徒
ノ
練
習
二
資
シ
一
ハ
以
テ
工
場
経
済
ノ
一
分

ヲ
補
ハ
ソ
ト
ス
ト
雖
モ
素
卜
生
徒
ノ
練
習
二
資
ス
ル
ヲ
以
テ
主
要
卜
為
ス
コ

ト
ナ
レ
ハ
固
ョ
リ
逮
二
其
入
ヲ
以
テ
其
出
ヲ
償
フ
能
ハ
ス
惟
目
下
二
於
テ
ハ

鰹
費
既
定
ノ
額
ア
リ
テ
十
分
ノ
施
設
ヲ
為
シ
難
キ
ヲ
以
テ
非
常
ノ
差
繰
ヲ
加

ヘ
幾
二
目
前
ノ
急
務
ヲ
措
解
ス
ル
ニ
過
キ
サ
ル
ノ
ミ

②

楠
公
銅
像

・
依
嘱
製
作
事
業
の
開
始

本
年
報
上
に
記
載
は
無
い
が
、
本
校
ほ
明
治
二
十
三
年
四
月
に
楠
公
銅
像
つ

ま
り
宮
城
前
に
あ
る
楠
正
成
乗
馬
銅
像
の
製
作
を
依
嘱
さ
れ
、
こ
こ
に
、
第
二

次
大
戦
頃
ま
で
続
く
依
嘱
製
作
事
業
が
始
ま
っ
た
。
依
嘱
製
作
と
は
実
験
製
作

の
別
称
で
あ
り
、
校
外
か
ら
依
嘱
さ
れ
た
製
作
を
教
員
に
担
当
さ
せ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
普
通
は
こ
の
名
称
の
方
が
用
い
ら
れ
た
。
該
事
業
の
目
的
は
上
記
「
説

明
東
京
美
術
学
校
」
中
の
運
営
上
の
要
点
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り

で
、
教
員
を
精
良
の
製
作
に
従
事
せ
し
め
、
生
徒
に
見
学
さ
せ
、
研
究
、
教
育

の
効
果
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
世
間
に
対
し
て
美
術
の
品
位
、
模
範
を
示
す
こ
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